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生まれかわる北部地区

ｌ

　

　

と

　

じ

　

て

　

保

　

存

　

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う

現
在
、
北
部
開
発
が

急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、

新
し
い
都
市
に
生
ま
れ

か
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。日

本
炭
礪
閉
山
後
十

年
、
改
良
住
宅
建
設
も

全
て
終
り
、
旧
社
宅
も

一
軒
づ
つ
消
え
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た

街
づ
く
り
が
着
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
永
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
大
型
店
舗
誘
致
も
や
っ
と
話
合
い

が
つ
き
、
来
年
末
の
完
成
を
目
ざ
し
て

造
成
工
事
に
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
お
か
の
台
団
地
西
側
に

は
、
町
民
体
育
館
、
公
園
な
ど
も
建
設

さ
れ
、
勤
労
者
が
真
に
安
ら
ぎ
を
も
て

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
市
と
水

巻
の
東
西
を
結
ぶ
街
路
、
砂
山
、
丸
の

尊
顔
転
置
碧
だ
野

大
型
店
舗
な
ど
建
設

．一沖．

内
線
の
新
設
、
県
道
水
巻
、
芦
屋
線
の

拡
幅
工
事
（
約
倍
の
広
さ
）
な
ど
も
並

行
し
て
推
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

樋
口
派
出
所
、
郵
便
局
は
、
道
路
新

設
の
た
め
、
十
月
頃
移
転
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
北
部
地
区
は
、
大
き
く
か
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
工
事
の

た
め
、
大
型
車
が
ひ
ん
ば
ん
に
征
来
し

ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
顧
い
し
ま

す
。左

図
の
う
ち
遠
賀
信
用
金
庫
の
位
置

が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

、

郵
便
局
派
出
所
の
位
置
が
入
替
り
で
す

今からの建設・完成予定

名　　　　　　 称 予 定 ・ 年 ・ 月

大　　 型　　 店　　 爵 57年 12月

」 牡 ＿ 昼　 体　 育　 館 58年 3 月

公　　　　　　　　 園 58 年 3 月

」 召し ▼山　 丸 の　 内 線 58年 3 月

水 ’巻 ・ 芦 屋 線 拡 幅 59年 3 月

樋　 口　 郵　 便　 局 （ ・56年 10月

樋　 口　 派　 出　 所

新一年生軍に気をつけましょうー交通安全運動実施中　　4月6日～4月15日
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出制度届の弓取地土

取
引
を
行
う
両
当
時
者
（
売
買
の

場
合
は
売
り
主
と
買
い
主
）
に
届

け
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間

前
ま
で
に
、
取
引
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
あ
る
市
町
村
長
を
経
由
し

て
都
道
府
県
知
事
に
、
取
引
で
予

定
し
て
い
る
代
金
の
額
、
そ
の
土

地
の
利
用
目
的
な
ど
を
記
入
し
た

届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土

地
取
引
は
、
次
の
面
積
以
上
の
土

地
の
売
買
交
換
、
代
物
弁
済
、
地

上
権
の
設
定
、
賃
貸
借
契
約
を
行

う
場
合
で
す
。

①
市
街
化
区
域
、
二
千
平
方
メ

日
本
の
国
土
、
三
十
七
万

平
方
キ
ロ
は
、
生
活
と
生
産

を
通
じ
た
活
動
の
基
盤
と
し

て
、
私
た
ち
が
祖
先
か
ら
受
け
継
ぎ
、

後
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
資
源
で
す
。

昭
和
四
十
七
、
八
年
頃
に
問
題
と
な

っ
た
よ
う
に
、
土
地
の
買
い
占
め
や
地

価
の
暴
騰
で
、
国
土
利
用
を
混
乱
に
お

と
し
い
れ
る
と
い
っ
た
事
態
は
、
二
度

と
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、

土
地
の
投
資
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を

防
ぐ
た
め
に
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地

ー
ト
ル
㊥
都
市
計
画
区
域
（
①
を
除
く

）
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
～
水
巻
町

㊥
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル

な
お
、
次
の
場
合
に
も
届
け
出
が
必

要
で
す
。

▽
小
規
模
な
土
地
の
所
有
者
多
数
か
ら

土
地
を
購
入
す
る
場
合
や
、
面
積
の
大

き
な
土
地
を
多
く
の
区
域
に
分
け
て
売

却
す
る
場
合
の
よ
う
に
個
々
の
取
引
面

積
が
小
さ
く
て
も
合
計
す
れ
ば
前
記
の

面
積
以
上
に
な
る
場
合

▽
立
ち
木
、
窪
物
な
ど
を
土
地
と
一
緒

に
取
引
す
る
場
合

▽
売
買
、
代
物
弁
済
等
の
予
約
を
す
る

場
合届

け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
や
利
用
目
的
を
審
査
し
、
六
週
間
以

内
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知

を
受
け
と
れ
ば
、
初
め
て
契
約
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
取
引
に
適
正
で
な
い
点
が
あ

る
と
き
は
、
取
引
の
中
止
、
価
格
の
引

き
下
げ
な
ど
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
し
、
届
け
出
を
し
な
い
で
土

地
取
引
を
す
る
と
、
六
か
月
以
下
の
懲

役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
、
く
わ
し
く
は
役

場
企
画
係
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

燃
や
す
ま
い

山
林
は
国
民
の
財
産

春
は
気
温
が
暖
か
く
な
り
気
持
も
解

放
的
に
な
り
二
戸
外
に
出
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
温
度
が
上
り
、

乾
い
た
風
が
中
国
大
陸
か
ら
吹
き
込
み

湿
度
が
下
り
火
事
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
解
放

的
に
な
っ
て
山
や
戸
外
に
出
て
、
ち
ょ

っ
と
し
た
気
持
で
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

て
に
よ
っ
て
山
火
事
が
、
例
年
こ
の
時

期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
は
消
火
困
難
で
あ
る
ば
か
り

か
、
山
林
の
焼
失
は
国
民
の
財
産
の
焼

失
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
山
火
事

の
出
火
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

。
入
山
し
、
タ
キ
火
を
し
た
場
合
は
残

火
処
理
を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う

。
野
山
で
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
や
め

ま
し
ょ
う

。
土
堤
の
雑
草
の
焼
却
は
、
消
火
出
来

る
範
囲
で
焼
却
し
ま
し
ょ
う
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．
ｔ

青
少
年
非
行
防
止
に
　
ノ
私
は
こ
う
考
え
る
″

水中教頭　下田　寅雄

心
の
手
を
つ
な
ご
う

私
の
中
学
時
代
、
母
が
「
近
所
の
人

が
「
息
子
さ
ん
は
よ
く
挨
拶
を
さ
れ
ま

す
ね
Ｌ
と
い
わ
れ
る
よ
」
と
本
当
に
う

れ
し
そ
う
に
、
度
々
話
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
だ
け
が
よ
く
挨
拶
し
て

い
た
わ
け
で
も
な
く
、
母
も
意
識
的
な

し
っ
け

躾
で
言
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
と

患
い
ま
す
。
当
時
は
ご
く
普
通
に
お
互

い
が
挨
拶
し
て
い
た
の
で
す
。
お
互
い

に
言
葉
を
か
け
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

温
か
い
心
の
触
れ
あ
い
が
生
ま
れ
、
録

意
識
の
中
に
地
域
連
帯
が
で
き
て
い
た

よ
う
で
す
。

青
少
年
の
非
行
問
題
が
連
日
報
じ
ら

れ
て
い
る
昨
今
、
数
多
く
の
論
評
や
批

判
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
億
総
評
論
家

の
時
代
と
極
論
す
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
非
行
の
増
加
、
低
年
令
化

は
益
々
激
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

え
せ

こ
こ
で
、
必
要
な
こ
と
は
、
似
非
評
論

家
で
は
な
く
、
あ
り
ふ
れ
た
小
さ
な
こ

と
を
実
践
し
、
実
動
す
る
人
が
欲
し
い

こ
と
で
す
。

似
非
と
は
以
て
い
る
が
実
は
本
物
で

は
な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。
実
践
力
、

実
動
心
は
何
も
な
く
、
口
先
だ
け
の
似

非
評
論
は
被
害
者
意
識
の
過
剰
か
ら
く

る
も
の
で
、
地
域
の
暖
か
い
触
れ
合
い

連
帯
に
は
、
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い
よ

う
で
す
。

ま
ず
、
大
人
た
ち
が
今
一
度
、
目
の

前
に
あ
る
も
の
か
ら
実
践
の
努
力
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
オ
ア
シ

ス
運
動
、
二
戸
運
動
の
実
践
。
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
子
ど
も
会
育
成
会
の
積
極

的
な
指
導
等
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
と
大

人
と
が
地
域
の
な
か
で
、
真
に
暖
か
い

心
の
手
を
つ
な
ぐ
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

国民年金の保険料は4月から　4，500円になりました。
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一
争
ｈ

遠
賀
・
中
間
地
区
老
人
大
学

大
学
院
受
講
生
募
集

ル
　
設
　
置

～
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
～

高
齢
者
の
万
へ
学
習
や
社
会
活
動
参

加
へ
の
機
会
を
与
え
、
豊
か
な
生
活
体

験
を
生
か
し
な
が
ら
、
身
体
的
、
精
神

的
能
力
の
維
持
発
展
を
助
長
し
、
よ
ろ

こ
び
と
自
信
を
も
っ
て
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
設
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

申
込
は
5
月
2
日
ま
で
教
育
表
員
会
へ

老

　

人

　

大

　

学

▼
開
設
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▼
募
集
人
員
　
6
0
歳
以
上
の
万
～
百
名

▼
開
設
期
間

5
月
2
1
日
～
1
1
月
1
2
日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
の
2
0
回

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
実
習
費

の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
も
あ
る
〕

▼
学
習
内
容

。
午
前
（
1
0
時
～
1
2
時
〕
教
育
コ
ー
ス

。
午
後
（
1
3
時
～
1
5
時
〕
選
択
コ
ー
ス

①
盆
栽
コ
ー
ス
⑧
書
道
コ
ー
ス
④
水
墨

画
コ
ー
ス
　
（
彩
色
を
主
と
し
た
）

老

　

人

　

大

　

学

　

院

▼
開
設
場
所
　
芦
屋
町
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
募
集
対
象
　
老
人
大
学
講
座
を
修
了

し
継
続
的
に
受
講
が
で
き
る
万

▼
開
設
期
間

5
月
下
旬
～
1
1
月
中
旬
ま
で
毎
週
月

曜
日

▼
学
習
内
容

。
午
前
（
1
0
時
～
1
2
時
）
教
養
コ
ー
ス

。
午
後
（
1
3
時
～
1
5
時
）
選
択
コ
ー
ス

①
園
芸
コ
ー
ス
㊥
書
道
コ
ー
ス
㊥
俳
句

コ
ー
ス
④
民
謡
コ
ー
ス

遠
賀
・
中
間
消
防
設
備
士
協
会
と
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
こ
の
度
、
町
内

二
か
所
に
防
火
ベ
ル
を
設
置
し
ま
し
た

こ
れ
は
、
ね
た
き
り
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
が
火
災
の
場
合
、
電
話
も
な
く

非
常
に
困
っ
て
い
る
こ
と
を
当
協
会
で

考
慮
し
、
設
置
の
な
っ
た
も
の
で
す
。

火
災
に
な
っ
た
場
合
以
外
に
も
、
本

人
が
何
か
緊
急
の
時
、
大
き
な
ベ
ル
音

が
な
り
、
近
所
の
方
に
知
ら
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ｄ

に
送
ら
れ
ま
し
た
。

福
銀
報
公
会
で
は
、
昭
和
4
6
年
か
ら

金
融
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く

地
域
社
会
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
と
、

こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
は

県
内
の
小
・
中
・
高
校
、
幼
稚
園
百
校

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

深
町
校
長
は
「
当
校
は
理
科
の
指
定

校
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
教

材
、
参
考
図
書
を
用
意
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

も
「
こ
れ
で
小
さ
な
こ
と
も
研
究
で
き

ま
す
」
と
大
変
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

福
銀
報
公
会
か
ら
机
小

へ
図
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
参
考
資
料
に
し
て
下
さ
い
」
と
．

多
数
の
図
書
が
財
団
法
人
福
録
報
公
会

（
福
岡
銀
行
が
母
体
）
か
ら
机
小
学
校

と

も

し

び

会

で

レ

ク

活

動

…
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
…

よ
う
な
世
の
中
を
」
と
小
川
身
障
者
会

長
は
語
り
ま
し
た
。

と
も
し
ぴ
の
会
（
点
訳
グ
ル
ー
プ
、

赤
時
重
俊
会
長
1
8
名
）
で
は
、
三
月
十

五
日
、
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
身

障
者
の
万
た
ち
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
、
〝
水
巻
広
報
′
で
も

何
度
か
紹
介
し
ま
し
た
通
り
、
点
訳
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
幅
広
い
運
動

を
し
て
い
こ
う
と
決
め
、
こ
の
日
の
レ

ク
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
身

障
者
会
長
、
副
会
長
、
視
力
障
害
者
会

長
、
ま
た
折
尾
女
子
商
業
高
校
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の
万
た

ち
も
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の

大
き
な
輪
の
広
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

普
段
、
ひ
っ
こ
み
気
味
の
身
障
者
の

方
た
ち
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、
あ
と

出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
（
写
真
）
、
ダ
ン
ス
、

番
号
送
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
心
か
ら

興
じ
て
い
ま
し
た
。

身
障
者
の
方
た
ち
に
と
っ
て
、
遊
ぶ

機
会
が
余
り
な
く
、
こ
の
小
さ
な
輪
を

少
し
つ
つ
大
き
く
し
、
一
人
で
も
多
く

の
身
障
者
が
参
加
で
き
、
「
本
当
に
身

障
者
が
胸
を
は
っ
て
社
会
に
出
ら
れ
る

り
ひ
ろ
げ
、
見
る
人
を
感
動
さ
せ
ま
し

た
。こ

の
度
の
公
演
は
、
〝
国
際
障
害
者

年
″
に
も
当
り
、
収
益
の
一
部
を
そ
の

団
体
に
寄
付
す
る
こ
と
も
企
画
さ
れ
、

水
巻
実
行
委
員
会
か
ら
も
、
机
山
荘
と

町
に
「
お
役
に
立
て
て
下
さ
い
」
と
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

「
玄
海
の
家
」

親
と
子
の
つ
ど
い

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の

家
」
～
宗
像
郡
玄
海
町
神
湊
で
は
、
自

然
環
境
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
親
と
子

（
小
学
生
以
上
）
の
一
泊
二
日
の
研
修

を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参

加
者
の
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番

号
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
「

玄
海
の
家
」
脅
0
9
4
0
6
・
2
・
2

5
1
1
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

申
込
み
は
、
開
催
期
日
の
1
か
月
前

か
ら
受
付
け
ま
す
。

「
嵐
の
中
の
男
た
ち
」
の
収

益
金
を
机
山
荘
な
ど
に
寄
付

三
月
二
十
一
日
、
水
巻
中
学
校
体
育

館
で
二
回
に
わ
た
り
、
演
劇
「
嵐
の
中

の
男
た
ち
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
劇
は
、
新
鰍
作
座
に
よ
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
も
〝
喝
か
ぶ
ら
″
　
〝
頼

山
陽
″
等
で
好
評
を
え
ま
し
た
。
今
回

も
幕
末
の
動
乱
を
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
く

自然 を訪 ねる 5 月16日田 0 講話と話し合い（保護都

つ どい 5月17日㈲ ○レクリエーンヨン（子）
○海浜、松原の自然観察

海浜 あそび 3 月と日出 0海　水　浴

のつ どい 8月ａ即日） ○地　引　網
○キャンプファイヤー

秋の 自然 に 10月17日出 0講話と話し合い（保護者）

親 しむ つどい 1 0月18即日ｌ ○レクリェーンヨン（子）
○いも振り（さつまいも）

楽 しいあ そび 12月19日出 ○レクリェーション

のつ どい 12月知日㈱ ○もちつき
○野外での集団ゲーム

創作活動 2月13日出 ○講話と話し合い（保護者）

のつ どい 2月14日（日】 0 レクリェーンヨン（チ）
○創作活動

繁茂した葦はみんなの迷惑です、自分の土地は自分で管理しましょう
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保
健
所
乳
児
検
診

遠
賀
保
健
所
で
は
毎
週
火
曜
日
、
乳

児
（
1
才
ま
で
）
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に
受
診
下
き

い
。

▼
日
時
　
毎
週
火
曜
日

1

3

時

～

1

4

時

3

0

分

▼
日
時
　
遠
賀
保
健
所

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病

予
防
注
射

昭
和
5
6
年
度
畜
犬
登
録
、
並
び
に
第

一
回
（
春
期
）
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
場
所
で
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

（月）

4

月

1

4

日

（火）

4

月

1

5

日

（水）

4

月

1

6

日

（木）

年
後
　
机
公
民
館

午
前
　
樋
口
公
民
館

午
後
猪
熊
町
住
公
民
館

午
前
下
二
町
住
公
民
館

午
後

午
前

午
後

痛
澤
鮮

二
町
住
公
民
事

吉
田
三
公
民
館

吉
田
二
公
民
館

町
民
会
館
前

日
程
に
も
れ
た

町
民
会
館
前

▼
料
　
金
　
登
録
料

注
射
代

▼
日
時
及
び
場
所

。
4
月
1
3
日
　
午
前

2

、

0

0

0

円

1

、

1

0

0

円

古
賀
公
民
館

午
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で

午
後
は
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分
ま
で

ゴ
ミ
袋
の
販
売

町
衛
生
係
で
は
、
次
の
通
り
ゴ
ミ
袋

の
販
売
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方

は
こ
の
機
会
に
購
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
2
4
日
（
金
）
1
3
時
3
0
分

～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
役
場
西
別
館
（
水
道
課
横
）

▼
価
格
　
百
枚
で
ｌ
、
2
0
0
円

都
市
計
画
道
路
事
業
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

水
巻
町
都
市
計
画
道
路
事
業
の
図
書

を
左
記
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
事
業
の
名
称

三
、
四
、
五
砂
山
丸
の
内
線
（
大
字

古
賀
地
内
）

▼
縦
覧
の
期
間

5

6

年

4

月

1

Ｒ

7

5

8

年

3

月

3

1

日

▼
縦
覧
場
所
　
役
場
建
設
課

広
域
行
政
関
連
企
業

㈲
浄
水
管
理
職
員
募
集

▼
職
種
　
営
業
員
運
転
手

▼
年
齢
　
4
5
歳
ま
で

▼
受
付
　
4
月
2
5
日
ま
で
履
歴
書
を
左

記
ま
で

く
わ
し
く
は
㈲
浄
水
管
理
～
芦
屋
町

粟

屋

（

智

0

9

3

・

2

3

・

1

3

5

0

）

ま

で

県
庁
の
見
学
案
内

現
在
、
福
岡
県
新
庁
舎
が
東
区
吉
塚

に
建
設
さ
れ
、
1
1
月
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
旧
庁
舎
の
見
学
案

内
を
致
し
ま
す
の
で
、
9
月
2
2
日
ま
で

に
左
記
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

福
岡
県
広
報
室
公
聴
係
（
曾
0
9
2

7

8

1

・

1

1

1

1

・

内

線

5

4

6

）

無
縁
墳
墓
の
改
葬

次
の
墓
地
が
都
市
計
画
道
路
改
良
事

業
の
た
め
改
葬
と
な
り
ま
す
の
で
、
縁

故
者
の
万
は
届
出
て
下
さ
い
。

▼
墓
地
の
所
在
地
　
神
人
山
墓
地
～
小

倉
南
区
徳
力
5
1
8
番
地

▼
届
出
先
　
北
九
州
市
土
木
部
街
路
課

（

普

5

8

2

・

2

4

5

7

）

▼
提
出
期
限
　
6
月
2
0
日
ま
で

〔
水
巻
町
職
員
異
動
〕

4

月

1

日

付

。
退
職
　
梶
山
キ
ミ
　
甲
斐
ト
ク
ヨ

。
採
用
　
洛
中
美
智
子
　
平
中
ユ
ミ
子

藤
岡
孝
江
（
以
上
給
食
調
理
員
）

。
異
動

住
民
課
へ
　
峯
浦
喜
八
郎

企
画
財
政
課
へ
古
野
雅
康

便利な口座振替制度を
税金、家賃、国民年金、保育科などの納付が西日本相互銀

行本店・各支店でも、できるようになりました。（口座振替

は折尾・中間支店でできます）

これまでの、遠賀信用金庫・福周銀行本支店、遠安部農協

水巻支所と同様にご利用下さい。

また、便利で安全な口座振替制度をぜひおすすめします。

今月の納斯

唱請謁1期分‡4月30日まで

皆さんの暮らしの

相談所開設

住民の皆さんの行政や暮らしのご相談を次

の通り受付けます。

どんな小さなことでも結構です。遠慮なく

相談下さい。教員

多数の行政の担当者と教職員が皆さんのご

相談に応じます多くの方々のご相談をお待ち

します。

と　き4月26日（日曜）10時～15時

ところ　町民会館（頃末）

相談内容

。年金　　健康保険

0健康問題～希望者は血圧検尿測定も行い

ます。

0教育問題

0福祉問題一生活保護・福祉施設身障問題

・精簿施設児童福祉・母子、

老人など

主　催　遠賀・中間地区労働組合協議会

後　援　水巻町

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄ｉ

贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

頃　　　末　故小田ミサヲ殿　小田　照男殿

吉　田　団地　故永井　逸喜殿　　永井ハルメ殿

垣怒町住　故谷川三代次殿　　谷川キクエ殿

猪　　　熊　故土屋ワカノ殿　土屋　才太殿
ｌ

あ　な　た　の役場です　　　電話（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛

扁

集
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
二
質
会
社


